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学 会 記 事

第67回新潟消化器病研究会

日 時 平成10年2月28日 (土)

会 場 新潟ユニゾンプラザ

4階 大研修室

Ⅰ.一 般 演 題

1)アルゴンプラズマ凝 固 法 (以 下 APC) に よ

る食道静脈癒 地固め 療 法 の 有 用 性 につ い て

の検討
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アルゴンプラズマ凝固法 (以下 APC)の自動的に均

一でばらつきの少ない凝固裾を形成する特性を利潤 し,

食道静脈癖の発生母地となる下部食道粘膜を完全に脱落

させる地固め療法を行った.対象は,当院にて RC(+)

の食道静脈癖に対し.EVLを施行.FOから Flまで

改善した11症例に対し.APCを追加した.平均観察期

間143.4日で,いわゆる critiealareaの静脈癌の再

発は認められなかった.本法は試行回数が少なく,入院

期間も短く,東篤な合併症もなかった.APCにより極

めて有効で簡便そして安全な地固め療法が可能であ り.

EVLとの組み合わせにより様々な程度の食道静脈痛の

治療が可能であると考えられた.

2)食道静脈癌を合併 した表在型食道痛の内視

鏡治療
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症例 1は54歳,男性のアルコール性肝硬変患者.F2

CBLm の食道静脈痛に対 して EVLにて治療,切歯

から38cm の静脈癌上の表在型食道癌0′-Jeに対し

て,EIS同時併用 EVLにて病変を 0-))ングにて結

紫脱落させた.症例 2は73歳.男性のアルコール性肝硬

変患者.F2CBLsの食道静脈痛に対 Lて EVLに

て治療.切歯から30-32cm の管腔の約1/2岡をしめ

る静脈痛上の表在型食道痛0′-nc に対 して.EIS併

用 EMR を施行し,適確病変に対しヒータープローブ

にて焼却 した.組織型は南平上皮痛で深連夜 ep.I.vO,

vOであった.2症例とも経過観察では痛の再発はない

が.EVLや EIS施行後の症例に食道癌の局所,異所

再発が生 じた場合.内視鏡治療が困難になると考えられ,

再発病変に対する治療が今後の課題と考える.

3)高 カルシウム血症 に よる と思われる意識障

害 を伴った食道癌の 1例
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症例は63歳.男性.2ケ月前より食べ物の通 りが悪 く

なったと訴え当院を受診した.上部消化管内視鏡を施行

し,胸部中部食道に2型の食道癌を認めたが,ファイバ-

の通過は可能であった.この後比較的急速に食思不振.

全身倦怠感が進行し入院となった.入院時自分の姓名,

生年月日は言えるが.時間場所の失見当識があった.血

中カルシウムは14.8mg/dlと著明に上昇しており-腹

部 CTにて広範な肝転移が認められた.頭部 CT,骨

シンチに異常はなかった.以上より意識障害の原因は瞳

壕により産生される液性国子による高カルシウム血症と

考えた.消化器癌では比較的まれであるが食道癌におい

ては念頭に置くべき合併症と考え報苦する.

4)食道胃接合部癌の-剖検例
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症例は,64歳.男性で咳卜上腹部痛,背部痛を主訴に

来院した.上部消化管内視鏡及び CT等から,広範な

リンパ節浸潤を伴う食道の腺癌と診断した.呼吸不全が

急速に進行するため,放射線療法及び化学療法を行った

が,効なく死亡した.剖検所見では,全身に広範なリン

パ節転移を認めたが,他臓器の痛はみられなかった.マッ

ピングを行うことにより,食道胃粘膜接合部近傍の食道

側より発生した腺癌がもっとも考えられた.しかしなが


